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写真上部：金堂（国宝）
　奈良時代（８世紀）に聖武天皇が建立。東大寺大仏殿で知られるが、正式名称は金堂という。
現存する大仏殿は江戸時代（18 世紀初頭）に再建されたものである。

写真下部左：盧舎那仏坐像（国宝）
　通称、「奈良の大仏」。鋳造がはじまったのは天平 19 年（747 年）頃で、完成は天平勝宝４年（752
年）頃である。現存の大仏は、像の高さ約 14.7 メートル。

写真下部右：木造金剛力士立像（国宝）　上：阿形、下：吽形
　高さ 8.4 メートルの木像。1203 年に、わずか 69 日で造られた。
南大門の向かって右側に吽形、左側に阿形が安置されているが、こ
れは一般的な仁王像の安置方法と左右逆である。

右：鹿
　非常にかわいい。しかし中には紙袋を破ってくるツワモノもいる。
　鹿せんべいを持っていると、どこまでも追いかけてくるので注意
が必要。
 （小山　記）
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雑　感

株式会社ソイルシステム

　寺西　一哲

　私が協同組合関西地盤環境研究センターの理事を平成 21 年 5 月に仰せつかって、今年で

はや6年になろうとしています。年月の経過とは早いもので、なれないセンター運営に携わっ

て参りましたが、理事としてセンター（組合）にどれだけ貢献出来ておるのか？最近、疑問

に思っています。自分自身としては適当に理事会に参加して好き勝手な意見を申して、自己

満足しているような気がしています。

　現在、センターの仕事量は前年度から好調を維持していますが、政府のアベノミクス政策

の一環で公共工事の発注量が増加し、その恩恵を授かっているのが要因であります。

　センターの受注量の増加は、これまでに培った実績と確かな品質を、顧客のニーズに応じ

提供してきたことであると考えています。また、組合員企業の皆様の御協力・御尽力も忘れ

てはなりません。受注量が増加すると必然的に業務がハードになり、品質の低下・対応の不

手際・納期の遅れ等の問題が発生してしまいます。センターとしてはそうならないように理

事、センター職員一同、一丸となって、業務を遂行していくように心がけております。

　組合員企業の皆様には安心して御依頼頂きますよう宜しくお願い申し上げます。

　今後、社会全体の受注量が減少したとき、センターも例外ではなく仕事量が減少すると予

想されます。そのときでも試験の精度の高さ、高品質、対応の迅速さ、納期の厳守等の実績、

その他サービス等を全面に打ち出して受注量確保に努めて参りたいと思っております。セン

ター職員もここ数年間で個人の意識改革が進み、顧客に対してどのようにしたら、満足して

頂けるのか各個人が考えるようになりました。これも、佐藤専務理事、中山センター長はじ

めとする職員の改革の一環が徐々に表れているものと推測されます。

　また、最近の建設業界の動向としては受注量の増加で、人手不足や資材費高騰などで苦労

していると聞いています。しかし、地方では人材不足は同じだが、受注量の増加などに伴う

ものではなく、建設業界の構造的な問題により多く起因していると考えられています。　

　建設業界の構造的な問題とは、賃金水準や福利厚生といった就労条件が他産業に比べて大

きく見劣りしていることだと思います。国や建設業団体が就労条件の改善に取り組んでおり、

その努力は評価すべきだと思います。しかし、そうした取り組みが業界全体に行き渡ってい

るとは思えません。建設業と他産業との収益力の差は歴然で、これも若年層の建設業離れを

招いている大きな要因だと思われます。建設業と他産業の格差を解消しない限り、建設業に

優秀な人材を集めることは困難であると考えています。

　これは、建設コンサルタント業界についても言えることで、次世代を担う若手技術者が不

足していることです。せっかく建設コンサルタント会社に就職し、技術や資格を取得したも
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のが会社を辞めて他の民間会社・国や自治体の職員に再就職する例が増加しており、せっか

く会社として技術者を育成しても退職されては会社の経営基盤が著しく揺るぎかねない事態

となっています。若手技術者がいないと技術の継承も損なわれ、業界全体にも大きく影響し

かねないと考えます。

　今後は若手技術者の教育と育成に真剣に取り組まなければならないものと考えます。会社

は若手育成のビジョンを確立しなければならないし、業界としても若手育成にももっと危機

感を抱かなければならないものと思います。業界全体の大きな問題点として最近、雑誌や業

界誌に多く掲載されていますので皆さんご存じだと思いますが、私としてもこの問題につい

て非常に大きな危機感をもって色々考えているところです。いろんな事が頭の中を駆けめぐ

り、悩んでおりますが有効な解決策が見いだせないのが現状です。

　とりとめのない文章でありますが、読まれている方には私が個人的に思っていることとし

てお許しください。

　最後に今後もセンター理事として出来得るかぎり貢献していく所存でおりますので、組合

員企業の皆様には引き続きご指導、ご鞭撻、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
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定例理事会 Regular board of directors1月
　平成 27 年１月 30 日（金）15 時 00 分より、大阪キャッスルホテル会議室において、理事７名が
出席して開催した。
　定款の定めにより、髙村理事長が議長に就任し議事進行を行った。

［報告事項］

　１）一般経過報告
　　　12 月の会議・会合・行事について報告した。
　２）12 月分事業報告の件
　　　①　試験実施状況報告
　　　　　試験依頼件数 286 件、受注金額は 41,741 千円、請求金額は 40,390 千円、
　　　　　未試験金額は 78,014 千円。
　　　②　収支実績報告
　　　　　入金額 48,947 千円。
　３）平成 26 年度第３四半期（４月〜 12 月）実績報告の件
　４）組合規程類見直し状況報告の件
　５）その他の件

［審議事項］
　

　１）第 35 期通常総会開催日時・開催場所の件
　２）その他の件

☆お知らせ☆
☆第 35 期通常総会開催
　　開催日時：平成 27 年５月 28 日（木）15：00　〜
　　開催場所：大阪キャッスルホテル
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技術者紹介コーナー 第 回129

　はじめまして、ジオ・アシストの寺脇史人と申します。今回、簡単ですが私の自己紹介をさせて
いただきます。少しお付き合い頂ければ幸いです。
　私の経歴ですが、育ちは大阪府と和歌山県の県境、関西国際空港を対岸に臨む泉南市です。地理・
歴史が好きだったため、島根県立大学の総合政策学部へ進学し、国際政治を専攻し卒業しました。
大学卒業後は、建材メーカーの営業として７年間、新潟県と埼玉県で業務に当たりました。その後、
結婚と第一子の誕生を機に、大阪へと帰って来ました。
　帰阪後は、㈱泉州試錐サービスに入社させていただき、ボーリング・オペレーターの助手をして
いました。昨年４月より、現在の会社（ジオ・アシスト）に出向となり、地質調査の現場管理・代
理人になるために日々邁進しています。現場ではまだまだ至らない点が多々ありますが、昨年は現
場の皆様のおかげで、無事故で２年目を迎えることができました。今後は、より円滑に現場作業を
進められるように、自分自身の知識を増やし、気遣い心遣いを大切に業務に励み、新しい事にも進
んでチャレンジしていく所存です。

　業務外においては、ほとんどが、３歳と１歳の娘たちの遊び相手として過ごしています。家に帰
ると「お父さん、お父さん」と、とびっきりの笑顔と、飛びつかんばかりの勢いで出迎えてくれる
ことは、何よりの癒しであり喜びです。
　そんな中で、深夜にごそごそと映画を見るのが唯一の趣味の時間です。ここ最近では、年末に放
送された、リュック・ベッソン監督の『レオン』を何年振りかに見ることができました。ご存知の
方も多いと思いますが、ジャン・レノ演じる殺し屋に、仕事？に対する姿勢を改めて教えられた様
な気がします。娘たちが大きくなるまでは、こんな調子に夜行性だろうと思いますが、いつかは一
緒に映画館に行ければと願っています。
　このような子煩悩な私ですが、現場などでお会いした際は、気軽に声を掛けていただければ幸い
です。乱文ではございますが最後まで読んで頂きありがとうございました。
　今後ともよろしくお願いいたします。
 以上

所　　属：ジオ・アシスト
氏　　名：寺脇　史人

一押し映画です『ライフ・イズ・ビューティフル』本文中に触れた『レオン』
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中小企業人材確保推進事業コーナー
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補助金・助成事業のページ

● ● ●　2　● ● ●

１．なぜ、災害時の事業継続が必要か
　“建設企業は、なぜ地域にとって必要なのか？”　その答えに多くの地域の人々は「災害時に行政
と連携していち早く救援や復旧に当たってくれるから」という点を含めるでしょう。では、今、災
害が貴社をおそったら、この期待に本当に応えられるでしょうか。言い換えれば、災害時の事業継
続が実際にできるかどうかが問われているのです。貴社が災害時の事業継続の準備を整えることに
より、本当に災害時にも頼りになる「地域において不可欠な建設企業」の地位を確保することがで
きるといえます。
　国土交通省をはじめとする行政機関も同じように建設企業に災害対応を期待しています。自
らの事業継続計画（BCP）を策定した国土交通省関東地方整備局は、地域の建設企業に向けて、
2007年12月に「建設会社のための災害時の事業継続簡易ガイド」を公表しました。その冒頭に
次のような記述があります。

はじめに　～災害時の事業継続への取り組みのお願い～

　（前略）関東地方整備局では、平成19年8月からは「関東地方整備局 業務継続計画」

として本格運用を開始しました。

　この業務継続計画の中では、例えば緊急輸送ネットワークの確保など地震発生直後か

ら私どもが優先的に実施する重要業務が記載されていますが、実際には建設会社の皆様

が動けなければこの計画は成り立ちません。迅速な災害復旧活動を実施するためには、

建設会社の皆様と連絡がとれ、情報共有できることが不可欠であり、指揮命令系統の確

保や人員・資機材の確保なども欠かせません。

　災害はいつ起こるか分かりません。皆様の会社においても、自らが被災した場合を想

定して事業を実施・継続させる準備を平時からしてください。そして、災害が起きたと

きには、できるだけ社員を集め、関係会社との連絡・連携も確保して、災害時の関東地

方整備局の復旧活動への対応に協力をお願いしたいと考えています。

　（中略）本簡易ガイドに沿って、早急に危機管理体制の取り組みを進めて頂き、関東

地方整備局と連動した事業継続への取り組みをお願いします。

　また、大手建設企業もBCPの策定を進めており、行政・大手建設企業ともに、連携先となる地
域の建設企業に対しても、事業継続の取組みを一緒に進めていくことを求めています。
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　災害で自社が相当の被害を受ければ、もちろん通常どおりに仕事はできませんが、特に重要な仕
事さえ続けられなくなれば（＝事業継続ができなければ）、困るのは貴社自身であり、従業員であり、
地域社会です。そして、貴社が事業継続ができないことの影響は、取引先へさらにその先の取引先
へと連鎖的に波及します。その影響の連鎖を広げないためには、貴社の努力が必要です。
　大切な顧客が復旧に貴社の助けを求めている大事なときなのに、対応できなければ貴社の『信用』
は低下し、災害から回復後も取引を再開してもらえない可能性があります。とりわけ、工夫次第で
避けられたはずの貴社の重要事業の中断に対しては、顧客・発注者は本心ではかなり批判的になる
でしょう。一方で、顧客の要望に十分な対応ができれば、貴社の評価は大きく向上するはずです。
　したがって、建設業の経営環境が厳しい今日、事業継続のための可能な努力を平常時から行って
いくことで、災害に強い建設企業としてのやる気と誠意を見せるべきなのです。

行政・
公共発注機関

得意先

所属
建設業協会

地域社会

従業員株主・
金融機関

協力会社
資機材会社

貴社の事業中断・回復の遅れによる影響は……

（全国建設業協会『地域建設業における「火災時事業に継続の手引き」』より）
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行事・講習会・資格試験等のご案内
（H27年 2月13日現在）

主　　催 開催日
開催地 名　　称 募集内容 申込締切

関西地質調査業協会
http://www2.ocn.ne.jp/〜
kstisitu/

匠（優秀オペレータ）募集 募集 平成26年10月1日
　〜平成27年3月31日

全国地質調査業協会連合会
http://www.zenchiren.or.jp/

『地質調査技士資格検定試験の
試験コース統合』 全地連HPで確認

地盤工学会関西支部
http://www.jgskb.jp/

斜面動態モニタリングに基づく
斜面安定性評価」研究委員会の
委員公募

募集 3月31日

地盤工学会
https：//www.jiban.or.jp/

3月6日
本部 液状化解析実務講座 講習会

3月30日
本部

地盤材料試験の技能評価と精度・
ばらつきの実態講習会 講習会

9月1日〜4日
北海道 第50回地盤工学研究発表会 論文 3月8日

シニア会員と若手の交流企画 講師募集 原則として
年齢60歳以上

土木学会関西支部
http://www.civilnet.or.jp/

5月30日
摂南大学

関西支部年次学術講演会
（平成27年度）講演募集 募集 2月2日〜3月2日

土木学会　
http://www.jsce.or.jp/

4月7日
本部

「東日本大震災再考〜困難課題の
克服と復興の加速に向けて〜」
（第一報）

シンポジウム

日本建築学会近畿支部
http://kinki.aij.or.jp/ 6月27日〜28日 2015年度日本建築学会近畿支部

研究発表会 論文募集 2月13日〜3月13日

日本建築学会
http://www.aij.or.jp/

9月4日〜6日
東海大学湘南
キャンパス

2015年度日本建築学会大会（関東）
学術講演会 論文募集

（一社）環境地盤工学研究所
http://rieg.jp/

3月2日
京都リサーチ
パーク

第1回　RIEGフォーラム フォーラム 申込み先info@reig.jp

京都大学防災研究所
http://www.dpri.kyoto-u.ac.jp/

2月23〜24日
京都大学　宇治
キャンパス

平成26年度　京都大学防災研究所
研究発表講演会

※内容の詳細については、ホームページ等でご確認願います。
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こんな時代だから、
　　ちょっと　  に残る良い話
こんな時代だから、
　　ちょっと　  に残る良い話

今回は下記の内容にしてみました。「５Ｓの第一歩は「捨てる」から」という内容を見つけ

ました。５Ｓとはご存知ですか？整理・整頓・清掃・清潔・躾のことを指しています。

お暇な時に一読してみてください。 （稲田　記）

『５Ｓの第一歩は「捨てる」から』

捨てる事が、５Ｓの第一歩。
５Ｓを始めるに当たって、まず最初にすることは、それは、「要るもの」と「要らないもの」
を分けて、要らないものは思いきって捨てる事である。
要らないものを全部捨ててしまえば５Ｓはほぼ出来たと思っても間違いない。

では、どうして「要らないもの」が、増えるのか。現在身の回りにあるものを次の３つに分
類してみると
１．明らかに必要なもの、なければ困るもの
２．今は要らない、いずれ役立つもの
３．不要なもの、役に立たないもの

１と３の対処の仕方は、明白である。問題は２である。
ほとんどの人は、２を「要らないもの」に分類せず、「要るもの」に分類してしまう。
結果として要らないものがあふれることになる。
どうして「要るもの」と判断してしまうのか。
それは、「まだ使える」「役に立つ」からである。そのものに、まだ「機能」が存在するから
である。だから捨てられない。「今必要でないが、いつかは役に立つかもしれない情報」「再
び使うかもしれない仕事の資料」これらは捨てられる事はない。「取りあえず」保存される。
こうして身の回りは、「役に立つもの」「使えるもの」に囲まれることになる。しかし、それ
らは一度も使われることなく、一度も役に立つ事もなく、ただ場所を占領し続けるのである。
機能に惑わされてはいけない。それが「要るもの」「要らないもの」なのか判断に困ったとき
は、迷わず捨てることである。本当に、必要なものであれば迷わないものである。捨ててしまっ
たものの中には、後悔するものが必ず出てくる。しかし多くの場合は、１年いやものの３か
月もすればその事は、忘れてしまうのが普通である。

 【参考文献】http://www.sanyokiki.co.jp/sanyo-1/soumuka/hanasi/hanasi21.html
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編 集 後 記

　先月に、バレンタインの催事場へ行き、休憩所の前に鼈甲飴のお店が出店していました。

　何気なく見ていたら、親子連れの人たちがたくさん並んでいました。

　鼈甲飴のお店は、キャラクターの飴をその場で作製してくれるお店だったらしく、子供が、妖怪

ウォッチのキャラクター本を持っていき職人さんに「このキャラクターで作って！！」と言いなが

ら嬉しそうにそのキャラクターが出来上がるのを見ていました。

　その職人さんも「この妖怪なら分かるから大丈夫だよ〜。」と言いながら作製していました。子

供たちの流行も敏感に感じながら飴を作製しているのを見て、私も、色々な新しいことを吸収して

自分の物差しを伸ばしていかなくてはと感じた光景でした。

 （稲田　記）
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写真上部：金堂（国宝）
　奈良時代（８世紀）に聖武天皇が建立。東大寺大仏殿で知られるが、正式名称は金堂という。
現存する大仏殿は江戸時代（18 世紀初頭）に再建されたものである。

写真下部左：盧舎那仏坐像（国宝）
　通称、「奈良の大仏」。鋳造がはじまったのは天平 19 年（747 年）頃で、完成は天平勝宝４年（752
年）頃である。現存の大仏は、像の高さ約 14.7 メートル。

写真下部右：木造金剛力士立像（国宝）　上：阿形、下：吽形
　高さ 8.4 メートルの木像。1203 年に、わずか 69 日で造られた。
南大門の向かって右側に吽形、左側に阿形が安置されているが、こ
れは一般的な仁王像の安置方法と左右逆である。

右：鹿
　非常にかわいい。しかし中には紙袋を破ってくるツワモノもいる。
　鹿せんべいを持っていると、どこまでも追いかけてくるので注意
が必要。
 （小山　記）
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